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・使用量に合わせ秤量し、使い切ってください。
・本剤は保管中に一部固まる場合もあるので、ほぐしてから使用してください。
・発芽後の雑草に対しては効果が劣るので、雑草発生前に時期を失しないように散布してください。
・砕土、整地はていねいに行い、種子が露出しないように覆土はできるだけていねいに行い、覆土深を2～3cm以上としてください。
・土壌が極端に乾燥している場合には効果が劣るので、土壌が適度の水分を含んでいるときに使用してください。
・水はけの悪い圃場及び過湿条件では薬害のおそれがあるので使用しないでください。
・散布後に多量の降雨が予想される場合には薬害を生じるおそれがあるので使用しないでください。
・隣接作物に飛散すると薬害を生じるので、飛散しないよう注意して散布してください。特に風の強い時の使用はさけてください。
・本剤の使用に当っては使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、とくに初めて使用する場合は、
　病害虫防除所等関係機関の指導を受けるようにしてください。

本資料は2018年10月現在の知見を元に作成されています。

・本剤は眼に対して刺激性があるので、眼に入った場合には直ちに水洗し眼科医の手当を受けてください。
・散布の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用し、作業後は直ちに手足、顔などを石けんでよく洗い、うがいをするとともに
　衣服を交換してください。
・かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
・作業時に着用していた衣服等は、他のものとは分けて洗濯してください。


